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学生・教員・職員のためのインタラクティブ・マガジン学生・教員・職員のためのインタラクティブ・マガジン
［ブリッジ］［ブリッジ］

特集：  大学生活がより便利で快適に！
 OIDAIアプリでできること

特集： BRIDGE学生スタッフが選ぶ！ 取ってよかった授業！
 各学部のオススメ授業をリサーチ！

特集： 2025年4月 総持寺キャンパスに新校舎が誕生！
  総持寺キャンパスに拠点集約し、メインキャンパスとして動き出す！

追 手 門 学 院 大 学 の 卒 業 生 を 訪 ね て

第42期
卒業生

「BRIDGE」制作メンバー［学生企画広報スタッフ］1・2・3年生 大募集中！
●見学のお申し込み・お問い合わせ／茨木安威キャンパス1号館2F 広報課［ 担当 ： 仲西／織田 ］ MAIL ： koho@otemon.ac.jp
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誰もが一つは持ってるだろう劣等感を、た
だそのままで終わらすのではなく、原動力
に換え、理想の自分になるためにいまだ磨
き続けている姿にとても感銘を受けまし
た。就活が迫っている身としてはとても勇
気付けられるお話でした。

メールをお送り
いただけます▶

学
生
時
代
に
思
い
描
い
た
仕
事
が
で
き
て
い
る
。め
ざ
す
は
貿
易
の
プ
ロ

黒枝	◉お仕事の中身を教えてください。
密谷	◉商社の営業職です。当社は機械の
専門商社で、私の所属部署では鉄鋼業向
けの機械設備を販売しています。商社は自
分たちではものをつくりません。お客様の
ニーズに合う製品や材料を世界中から探し
てきて、仕入れ、販売を行う仕事をします。
黒枝	◉商社といえば海外との取引ですね。
密谷	◉はい。今は週に2〜3回の頻度で海
外の取引先とWebミーティングを実施して
います。日本のお客様のために、国内では製
造していない大規模な装置を海外の機械
設備メーカーから仕入れています。取引金
額も大きく、重要なプロジェクトに携われてい
ることに、日々 やりがいを感じています。
黒枝	◉営業担当がご自身で仕入れまで？
密谷	◉そこも商社のおもしろいところです。
商社は営業集団であり、営業が取引先の調
査から仕入れ、販売、お金の回収まですべ
て行います。仕事の範囲が幅広く、裁量が
大きなこともやりがいの一つです。
黒枝	◉英語力が欠かせないお仕事。英語
は追大時代に身につけられたのでしょうか。
密谷	◉本格的に英語を勉強し始めたのは
大学2年のときです。ゼミ教員の山下克之
先生（経営学部教授）が関関同立と対等に
就活するには「簿記と英語が鍵になる」と言
われていました。山下ゼミでは就活を見据え
たアドバイスも数多くもらえたので、簿記2級
の取得に加え、英語への取り組みも背中を
押してもらえました。
黒枝	◉英語学習では何を頑張りましたか。

密谷	◉大学の制度を使って半年間、交換
留学に出向きました。留学先はオランダの
大学。英語でビジネスを学ぶクラスに入って
いました。日本人がまったくいない環境で、留
学中は一言も日本語を使わず、インプットも
アウトプットも全部英語。とても苦労しました。
黒枝	◉最初から英語は得意でしたか。
密谷	◉実は最初のTOEIC®スコアはわず
か230点。そこからひたすら勉強して留学に
必要な点数をクリアし、学生時代の最終的
なスコアは930点でした。
黒枝	◉すごい伸び率ですね。
密谷	◉それでも留学直後のスコアは700点
以下。帰国後も継続して学んだ結果です。
黒枝	◉それだけ勉強できた動機は何ですか。
密谷	◉追大に入学したのは志望校に届か
なかったからですが、だからこそ強い危機感
を持って勉強できた。すんなり志望校に入っ
ていれば中途半端に終わっていたかもしれ
ません。今、やりたい仕事ができているし、結
果的に追大で良かったと心から思います。
黒枝	◉追大生が希望を持てるお話です。
密谷	◉就活の時、他大学の大学生と比べ
ても努力の量だけは負けていないという気
持ちと自信を持って取り組んでいました。
黒枝	◉今後のビジョンをお聞かせください。
密谷	◉現在の部署に異動して1年。今は学
生時代に思い描いた仕事ができています。
これからも世界を相手に、グローバルに活躍
するためのスキルに磨きをかけ、さらなる成
長ができるよう日々努力していきます。めざ
すは“貿易のプロフェッショナル”です。

学生企画広報スタッフ編集後記

Profile │ 密谷 篤広 氏

2015年経営学部卒業後、住友商事マシネックス株式会社に入社。一般産
業機器営業、モビリティ開発室を経て、2023年4月より現在の部署へ。追
大在学中にオランダ・フォンティス大学での交換留学に参加。

▲ 女子ラグビー部の選手たち
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「想像もしなかった自分史」を
 始めた学生の肖像

S p o t  L i g h t  f o r  O T E M O N  S T U D E N T S

Vol.12 ［ 資格講座受講者＆資格保持者 ］

追大では、将来の強い味方となる資格取得の合格をサポートするさまざまな対策講座を開講。

対象となる資格を取得すれば奨励金が支給されるなど、制度としても充実しています。

就職活動が始まる前に、アピールポイントの一つとして取得しておきませんか。

将来の強い味方になる
「資格」を手に入れる。

❶ 資格講座を受けたきっかけ　　❷ 受講した感想　　❸ この資格のおすすめポイント

簿記3級（日商簿記検定）

「簿記」ってどんな資格？？

秘書検定（秘書技能検定試験）

#01

#03

宅建（宅地建物取引士）#02

❶就活に向けて「何かやらないと」と考
え応募。長期休暇の際に対面で講
座を受けました。オンラインだとさ
ぼってしまう自分でも、安心して講
座をやりきれました。

簿記とは、企業の経営活動を記録・計算して、経営成績と財政状態を明らかにする業務です。
簿記検定はあらゆる職種におけるビジネススキルとして評価されています。

❶もともと秘書という仕事に興味があ
り、オリエンテーションで資格講座の
資料から秘書検定を見つけて受講。
最終的に1級の取得を目標にしてい
るので、1年生から挑戦しました。

❷前半は講義形式で、後半は問題演習
でした。何も知らない状態でしたが、
わかりやすい講義ですぐに理解。難
しい公式はなく、数学が得意でなく
とも問題ありません！

❷動画視聴なので隙間時間に自分の
ペースで勉強できました。学習を通
じてメールの書き方や敬語の使い
方など、社会人としての常識が学べ
るので、ためになっています。

❸会計知識がつくので、企業のお金の
動きが何となく分かってくるし、財務
や経理などの職業のイメージも湧い
てきます！ 何か資格が欲しいな～と
思う方におすすめです！

❸秘書をめざしていない人でも、迷っ
たら秘書検定はおすすめです！ 冠婚
葬祭のマナーなど大学生のうちに使
える知識も学べるので、取ってお得
な資格だと思います。

❶就活で他大学の人たちと戦える武
器として何か資格を取ろうと思って
いたところ、オリエンテーションでも
らった資料で宅建を知り、説明会に
参加して受講を決めました。

❷班ごとにわからないことは教え合
い、励まし合いながら約6カ月の講
座をやり抜きました。班のメンバーと
切磋琢磨することで、皆で同じ目標
に向かって頑張れました。

❸国家資格に挑戦したいけど、勉強が
不安な方にぜひおすすめ。先輩方
がフォローしてくれるなど手厚いサ
ポートが受けられるうえ、大学の講
座なので費用が安く済みます。

何
も
知
ら
な
い
状
態
で

受
講
し
て
も
大
丈
夫

「宅建」ってどんな資格？？
土地、建物に関する法律の専門知識を持って、不動産取引などに携わるための国家資格です。
重要事項の説明など、この資格がないとできない独占業務があります。

「秘書検定」ってどんな資格？？
一般常識や敬語の使い方、電話応対、ビジネス文書の作成など、
秘書に限らず、社会人に欠かせない基本動作を身につけていることを証明できる資格です。

社
会
人
の
常
識
を
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間
と
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人 権 に つ い て 考 え よ う

中世の差別と、仏教思想は切っても切り離せない。
前世に大きな罪を犯したから、目が見えなかったり、耳
が聞こえなかったり、らい病（ハンセン病などの重篤な
皮膚病）を患うなどで、差別される身になったというの
です。差別されるのは因果応報という宗教思想に基づ
きます。何という理不尽な理屈なのでしょうか。
知恵の菩薩として有名な文殊さまですが、実は差別

された人々の救済もつかさどります。差別された人々
は文殊さまの化身ともされ、文殊さまを供養する儀式
においては聖なる存在となります。しかし、聖なる扱い
も儀式中のみで、式が終われば、元のケガレに満ちた
差別される人々に戻ってしまいます。

彼らは、そのケガレを背負い、前世に行った罪のつ
ぐないと、来世では再び救済されるために、社会へ奉
仕をさせられたのです。遺体の処理だったり、犯罪人
の処刑だったり、時には敵対する勢力への嫌がらせを
させられたりと、人々からさげすんだ眼差しで見られ
る行為をさせられました。それでも、あなた方は仏の
教えを守るためにヨゴレ仕事をする聖なる存在なので
す、という宗教イデオロギーと多額の報酬によって都
合よく扱われたのです。

さらに権力者は、その支配において、いうことを聞か
ないと（年貢を滞納するなど）ああいう風になるぞと脅
し、“業の病（神罰・仏罰による病）”という思想を利用

しました。また、起請文という中世の誓約書において
も、誓いを破った時の罰として、らい病の神仏罰を受け
るという文言が爆発的に増えます。中世の差別とは、
因果応報という仏教思想を利用し植え付けられたも
ので、いいように利用されたのです。

現代の民衆においても、炎上というネット用語があ
り、過ちを犯した者に対して、総出で袋叩きする傾向
があります。もし、その炎上が、何者かに仕向けられ
たものであったら、とても恐ろしいことです。よく調べ
もせずに、コイツは悪い奴だから何を言ってもよい、
という正義感にもとづく差別の考えはとても危険な
のです。

悪いヤツだから差別するのか	―	中世仏教思想と差別   久水 俊和文学部 准教授

［ 追 手 門 ニ ュ ー ス &トピ ック ス ］

OIDAIミニ万博FES 
in 総持寺キャンパス開催
約1000人が来場国家公務員総合職に昨年の2名を

上回る5名が現役合格！

ラグビー部が
全国地区対抗大学大会で
2年ぶり2回目の優勝

追大生が西宮えびす一番福に！

アーティスティックスイミングで
自己最多の計25個のメダルを獲得

女子ラグビー部須田倫代選手が
女子７人制ラグビー日本代表の
パリ五輪出場に貢献

少林寺拳法部が4年に1度の
世界大会で躍進

2025年4月に理工学部※新設

法学部の開設から1年が経ちました。養成す
る人材像に対応した「政策法務」「企業法務」の2
コースを設け、個々の学生に合わせた学習支援
にも力を注いでいます。法学部長の高田篤教授は

「社会の法的ニーズに向き合う学部でありたい。
この学部を出た人材が、学んだことを社会で生
かしていくという方向性を明確にしています」と、
追大法学部の位置づけを説明します。

高田先生が最初に入職したのは広島大学法
学部。同県には法学部を設置する大学は2校だ
けで隣県の岡山県も同数と、中四国地域は比較
的法学部の少ないエリアです。「研究者が数少な
いために当時30歳そこそこの若手だった私が、
いろんな地方公共団体の条例作定・運用に携わ
らせてもらうなど、いい経験ができました。地方
公共団体とのかかわりを通じて、法学部の出身
者が広島だけでなく、広く中四国地域で重要な
役割を果たしているのも見てきました。」。

その頃に高田先生が情報公開条例設置審議

高田 篤 教授 FACE
Professor ’s

Interv iew 
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T A K A D A  A T S U S H I

法学部 法律学科

学生一人ひとりの
希望や悩みに付き合える
法学部にしていく
会および情報公開委員会の委員長を務めた広
島県三原市を例にとると、当時の人口は約10万
人。その規模の市では800人ほどの市職員が行
政を担っていて、うち50〜60人はある程度法律
に通じている必要があります。しかもそのような
人材を毎年採用し続けなければいけません。法
学部は各地方公共団体に必要不可欠な人材を
育成・供給しているのです。
「広島大学では研究者も養成していましたか

ら、その人たちが大学教員になって地域の人材
を育てている構造が見えました。法学部は地域
社会にとって実に大事であることに加え、その責
任の重さに、教員になった最初の段階で気づけ
たのが良かったと思います」。

入職当初から法学教育の社会的な重要性を
理解しながら仕事に取り組んできた高田先生に
とって、2004年に創設された法科大学院はある
懸念を抱かせる制度でした。法科大学院設置の
ために法学部の定員を削減するなど、学部教育
の後退を招くという危惧です。
「法科大学院が創設されるとき、やがてそうな

るのではという危機意識を持っていましたが、実
際に法学部の教育は縮んでしまいました。日本
の法学教育は明治以来すごく大きな役割を果た
してきたのに、困ったものだと……」。そんな思い
が消えないなか、届いたのが追手門学院大学法
学部の立ち上げメンバーとしての招請。「ぜひ、と
いう気持ちでお引き受けしました」。

追大法学部で重視していることについて、「進
路を念頭に置いて教育することを全面に出して
います」と強調。法学部には先述の2コースがあ
り、公務員と民間企業、それぞれの希望進路に
対して「こんな勉強はどうですかという提案とし

1984年京都大学法学部卒業、1991年京都大学大学院法学研究科修了
（法学博士）。広島大学法学部・広島大学大学院社会科学研究科助教授
（現准教授、以下同）、マールブルク大学（ドイツ）法学部比較法研究所・日
本法研究所客員教授（日本講座担当）、京都大学総合人間学部・京都大学
大学院人間・環境学研究科助教授、大阪大学大学院法学研究科教授・副
研究科長・評議員などを経て、2023年4月より追手門学院大学法学部教
授・学部長。専門は公法学（憲法、行政法）。

法学部が担う地域を支える人材 進路を念頭に置いた教育を展開

てのプログラムをパッケージ化して、学生のニー
ズに応えようとしています」。少人数教育も大き
な特色。教員一人あたりの学生数が少なく、「一
人ひとりに目が届く環境。ゼミを活用して4年間
絶え間なく、学生個々の考えを拾っていきたい。
進路の希望だけではなく、悩みも含めてちゃんと
お付き合いしていくことを意識しているし、それ
ができる体制を組んだつもりです」。

高田先生はもちろん法学部の出身。入学時か
ら研究者を志していたと思いきや、「当時の流行
語でいうモラトリアム（猶予期間）。とくに法律に
興味はなく、消極的選択でした」というから意外。
それだけに「最初は法学が面白くないという苦し
みを味わいました」。大学院進学に際しても研究
者になる意志を固めていたわけではなく、「やり
たいことがなく、修士論文を書いてから社会に出
ようと考えた」そうで、そんな人が大学教員とし
て長いキャリアを歩むことになるのですから、何
が起こるかわかりません。
「そういう自分自身を振り返って学生に伝えた

いのは、順調に勉強したことはあまり残ってない
もの。苦労したり、興味がもてなかったりしたこ
とのほうが結局は残っていて、最終的に自分を
つくっているのです。今、苦しい思いをしている
人は、大事な時期を過ごしていると前向きにとら
えてください」とは、自身の経験を踏まえた実感
からのメッセージ。モラトリアムという“昭和語”
に「自分もそう」と反応してしまう学生の皆さん、
どうか前を向いてください。

苦労した勉強こそ、自分をつくる

スタッフの視点から

※仮称、認可申請中
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ガールズ・アーバン・スタディーズ
「女子」たちの遊ぶ・つながる・生き抜く

妹尾麻美（社会学部）共著
2023年5月／法律文化社

※教員の所属学部は2024年3月時点のものです。

何彦旻（経済学部）共著
2023年12月／Routledge

Nuclear Power Safety
and Governance 

in East Asia

中尾元（経営学部）共著
2024年2月／SophiaUniversityPress

Sustainable Societies
in a Fragile World

- Perspectives from Germany and Japan
高嶋克義（経営学部）共著

2024年3月／有斐閣

入門・消費者行動論

西原哲雄（国際学部）共著
2024年1月／開拓社

ブックレット英語学概説

MBA ENGLISH
経営学の基礎知識と英語を

身につける
石井竜馬（国際学部）単著
2023年12月／ベレ出版

不正競争を中心とした
非登録型知財法制

足立勝（国際学部）共著
2023年10月／日本弁理士会

人物で読む心理学事典
長岡千賀（経営学部）共著
2024年2月／朝倉書店

ポストコロナ時代の
地域経済と産業

 ヨーロッパと日本の課題
藤原直樹（地域創造学部）共著

2023年8月／
中央経済グループパブリッシング

異界往還小説校
真銅正宏単著

2023年10月／図書出版みぎわ

次世代に向けた
電子図書の可能性

湯浅俊彦（国際教養学部）単著
2024年3月／出版メディアパル

地方財政改革（1989~2019年）
統治の観点と自治権の確保

細井雅代（経済学部）単著
2024年2月／日本経済評論社

平野智之（社会学部）共著
2023年6月／アドバンテージサーバー

みんなでつくる
インクルーシブ教育

災害復興学事典
田中正人（地域創造学部）共著

2023年9月／朝倉書店

国語の授業、最前線！
湯浅俊彦（国際教養学部）共著

2023年7月／ボイジャー

大阪・北摂のガストロノミー
―地域振興のための食資源

村上喜郁／宮﨑崇将（経営学部）共著
2024年2月／晃洋書房

債権の良質化における
新展開

水野浩児（経営学部）単著
2023年9月／経済法令研究会

図書館情報学事典
湯浅俊彦（国際教養学部）共著

2023年7月／丸善出版株式会社

検討! ABLから
事業成長担保権へ
水野浩児（経営学部）共著

2023年7月／武蔵野大学出版会

移動時代のツーリズム
—動きゆく観光学

間中光（地域創造学部）共著
2023年12月／ナカニシヤ出版

Environmental Pollution 
and Community 

Rebuilding
in Modern Japan
藤吉圭二（社会学部）共著
2023年7月／Springer

スポーツを地域の
エンジンにする作戦会議

有山篤利（社会学部）共著
2023年12月／晃洋出版

室町幕府将軍直臣と格式
西島太郎（文学部）単著
2024年2月／八木書店

松永詩乃美（法学部）共著
2023年12月／法律文化社

ベーシック国際取引法

図説日本の城と城下町⑧
松江城

西島太郎（文学部）共著
2023年10月／創元社

BOOKS 追手門学院大学 ・
教員の著書 （五十音順）

プラットフォーム
資本主義を解読する

妹尾麻美（社会学部）共著
2023年6月／ナカニシヤ出版

2023年度 コーセー
コスメトロジー研究助成

第1回
「日本みどりのゆび舞台芸術賞」

各分野で高い業績を誇る本学教員の活躍は国内外に広がっており、
研究活動の成果は各種アワードでも高い評価を受けています。

精神、文化に関する分野 受賞 選考委員賞受賞Future Innovators部門 
［age group Senior］銀賞受賞

「みんなの文字」Webフォント
利用の好事例 奨励賞受賞 木造B部門 最優秀賞受賞

第４回ウッドファーストあきた
木造・木質化建築賞

World Robot Olympiad
パナマ世界大会 UCDAアワード2023

令和5年度 関西広域連合協議会 
大学生等との意見交換会 ： 特別賞受賞

第3回次世代観光経営フォーラム ： 
学会長賞受賞

● 田中 秀明（心理学部 准教授） ● 横田 修（社会学部 准教授）● 福田 哲也
　  （ロボット・プログラミング教育・研究推進室長）

● 長岡 千賀（経営学部 准教授）

「口紅のほうが髪の変化よりも女性の顔の魅力
を高め、顔知覚に関わる脳神経時系列処理へ
強い影響を与える」研究で上記を受賞しました。

劇団の知名度の向上と支援を目的とした芸術
賞において、横田准教授と俳優の舘智子さん

（タテヨコ企画）が上記を受賞しました。

自律型ロボットによる国際ロボットコンテスト・
WRO®の2023年パナマ大会において、Otemon 
Challengerチームが上記を受賞しました。

長岡准教授の共同研究チーム「子どもとの関わ
り研究会」が制作したWeb教材「発達支援の場
の“雰囲気”づくり」が上記を受賞しました。

秋田県内の木造・木質化のモデルとなる優れた
建築物を広く紹介する建築賞において、納谷教
授の作品（木造店舗）が上記を受賞しました。

● 納谷 新（文学部 教授）

学 生 の 受 賞

Everyday 
LifeEnvironmentalism:

Community Sustainability 
and Resilience in Asia

足立重和（社会学部）共著
2023年12月／Routledge

学校法人の内部監査:
心がまえから

つまずきポイント対処法まで
北谷仁宏／小林京花（内部監査室） 著

2024年3月 出版

地域に学び、地域を創る
佐藤敦信／間中光／

飯田星良／葉山幹恭／藤田武弘
（地域創造学部） 著

2024年2月 出版

令和における
経営の魅力と課題
池内博一／杤尾安伸／

宮﨑崇将／長岡千賀／水野浩児
（法学部・経営学部） 著

2024年3月 出版

追手門
学院大学
出版会
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